
  [image: ]季節の移り変わりと共に楽しむ我が家の歳時記


  　田舎暮らしをはじめて10年。庭に育つ植物や、遊びに来る昆虫や動物たちを見ていると、季節の移り変わりを感じることができます。都会の生活では気づくことができなかったさまざまな変化が、田舎暮らしでは日常の身近なものとして感じられるのです。


  [image: ]梅雨から夏にかけては庭が賑やかになる季節


  　６月から７月にかけては、さまざまな生物たちが次々にあらわれて、庭が賑やかになる季節です。季節としては梅雨の時期で、最近では30度を超える日も多くなったためなかなか過ごしにくいですが、庭の変化を見るのは楽しみでもあります。


  　梅雨の時期には蝸牛（カタツムリ）を見かけます。最近では、国内でも見かけることができる地域が減少しているとのこと。ここでは、背中の貝殻の部分が３センチメートルを超える大物も見かけます。アジサイの葉の裏側を注意深く観察すると、小型のカタツムリも見つけることができます。


  [image: ]夏はカブトムシやクワガタムシの季節


  　梅雨が明けると、さまざまな昆虫たちがやってきます。カブトムシやクワガタムシを見つけたときは、子どもの頃と同じようにワクワクした気持ちになります。道路の街灯をめがけて飛んできたカブトムシやクワガタムシが、庭に落ちてくるようです。昨年はカブトムシのオスが２匹、ノコギリクワガタのオスを１匹つかまえました。


  　我が家に来たのは、アゴの小さいノコギリクワガタの小型種です。私は、このサイズのノコギリクワガタが越冬して大型に成長するものだと思っていましたが、図鑑などで調べたところそうではないとのこと。幼虫期の生育環境などにより成虫のサイズや形は変化し、いったん成虫になった後、成長することはないとのこと。短い夏、我が家に長くとどめておくのもかわいそうに思い、再び外に放つことにしました。
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